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ベ ル ナ ノ スの ふ た りの聖 人

ドニサ ン神父 とア ンブ リクールの司祭

野 村 知 佐 子

ベルナノスの作品の多くには,子 供あるいは子供の心をもつ人物の死が描か

れる。子供の死を転回点 として物語 は新たな様相を呈するのである。その属性

が無垢であることから彼 らの死がキ リストの死 とかさなり合うことはいうまで

もない。キ リス トの死後,神 と人間との関係性が一変するように,彼 の描 く作

品世界においても子供の死は物語の流れに一石を投ずる機能を担つている。物

語が子供の蘇生への試みを中心に展開 しているとすれば,そ の成否は当然その

後の物語の流れを決定するといえよう。本稿では 『悪魔の陽の下に』(1926)

と 『田舎司祭の日記』(1936)を とりあげる1)。子供を蘇 らせるという試みを

両方の物語の中心としたとき,そ の前後に登場する人物の属性と機能にいかな

る変化が生 じるかを検討 したい。ベルナノスの作品世界において,出 会いを体

験 し目と目を見かわす ことが まさ しく自らの分身を見 いだす行為であるな

ら2),『田舎司祭 の日記』の後半部 と 『悪魔の陽の下に』の第2部 「ランブル

の聖者」は,ほ とんどシンメトリックともいえる登場人物の配置によつて,2

人の聖人の差異をたがいに照射するものと思われる。

*

『田舎司祭の日記』の主人公であるアンブ リクールの司祭 は,医 師か ら胃癌

の宣告をあたえ られたとき,「ひょっとしたらあなたもあの有名な皇帝と同じ

ように立 つたままかあるいはそれに近い形で死ぬか もしれません」[J.1240]

といわれる。「立 つたまま死ぬ」 という表現は 『悪魔の陽の下に』の ドニサン

神父を思わせずにはおかないが,最 初に指摘 したいのは彼 らがいずれも死んだ

子供と母親の登場する場面に介入することによって試練の場に立たされるとい
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うことである。 ドニサン神父はある母親の願いを受け,脳 膜炎で死んだ子供を

蘇 らせるべく,そ の死体の横たえられた部屋で死者と向かいあ うが子供は蘇 ら

ない。一方アンブリクールの司祭は,死 んだ息子への思いのなかで長年絶望の

うちに生 きてきた伯爵夫人と対決 し,死 んだ息子の象徴ともいうべき望徳を彼

女の内に蘇 らせることに成功する。こののち前者は 「おまえは私の平安をほし

がつていたな,さ あそれを取 りに来い」[S.308]と いうことばを残 し告解室

のなかで無残な死を遂げ,後 者 は胃癌 に冒されなが らも 「すべては恩寵だ」

[J.1259]と いうことばを残 して平安のうちに息を引きとつたことを考えると

き,彼 らの明暗を分かつ ものは死んだ子どもを蘇 らせようとする試みの成否で

あると思われる。

では試練の前後に彼 らとかかわる登場人物はいかなる属性 と機能をもつのだ

ろうか。まずは2人 の聖人の試練の前に登場する人物 としてムヌゥ=ス グレ神

父と トルシーの司祭,ム ーシェットとシャンタルらの属性 と機能 についてそれ

ぞれ検討 したい。

ム ヌ ゥ=ス グ レ神父 と トル シーの司祭

ムヌゥ=ス グレ神父 とトルシーの司祭 は有能で慧眼な上司であり,主 人公の

司祭の唯一の理解者である。 しか し理解者であるにもかかわ らず,彼 らは主人

公 と霊的冒険をともにす ることができない。 ピエール ・ヴェルディエルは,

『悪魔の陽の下 に』において ドニサン神父が神 とかかわ りをもつ空間は 「敷居

seui1」によつて外部世界か ら隔て られていることを指摘 し,ム ヌゥ=ス グ レ

神父 はその真の慧眼さと ドニサンへの理解にもかかわらず,敷 居の外部にとど

まつているという3)。じじつ,友 人である ドマンジュ神父に ドニサ ンのことを

話 した直後,ム ヌゥニスグレは自身の死の近いことを予感する。 もはや彼には

若い偉大な神父が聖人として完成を助けるのに十分な時間が残 されていないこ

とを痛感するのである。唯一の理解者を失 つた ドニサン神父は,孤 独のうちに

聖性への道を歩まなくてはならない。老司祭 は,ド ニサ ン神父に神の名が記さ

れていることを示すという機能を果たすにすぎない。一方アンブリクールの司

祭は自ら苦悩のなかで孤独を選びとろうとする

もし私が 自分 の陥 っている苦悩 について,誰 にたい してであれ打 ち明けたい とい う欲
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望に屈 した とした ら,神 と私の最後の関係 は断 たれ,私 は永遠 の沈黙 のなか に入 つて

い くよ うな気 がす る。[J.1130]

この沈黙への意志は,伯 爵夫人の死の顛末について トルシーの司祭か らたずね

られたとき確固たるものとなる。彼は故人の秘密を厳守するため,敬 愛する ト

ルシーの司祭にすら沈黙を守 る。 このときアンブリクールの司祭はオリヴィエ

の園のキ リス トの孤独を思 うのである

じつ はもうず つと前か ら私 はオ リヴ ィエの園 に自身 を見 いだ していたのだ。 そ してあ

の瞬間,そ う,奇 妙 なことだが,主 が ペテ ロの肩 に手 をかけ,た ずね るの も無駄 で ほ

とん ど無邪気な,し か しいか に も親 しげで優 しげな 「汝,眠 れ るか」 とい う問をか け

たもうたまさ しくあの瞬間 に身 をおいていた。[J.1187]

キ リス トが オ リヴ ィ エの 園 で 死 の 不 安 に苦 しめ られ る と き,弟 子 た ち は す べ て

眠 り こん で お り,誰 ひ と り彼 と苦 しみ を と もにす る もの は い な か つた。 ミシ ェ

ル ・エ ス テ ー ヴ は,「 イ エ ス は死 の苦 しみ に は い る と き,そ の弟 子 た ち か ら引

き離 され た 。 イ エ ス に倣 うた あ に は最 も近 しい者,最 も親 密 な者 か ら引 き離 さ

れ な けれ ば な らな い」 と い うパ ス カ ル の こ とば を援 用 し,沈 黙 を選 ん だ 司祭 の

姿 は イ エ ス の 姿 の 倣 び に ほ か な ら な い と述 べ て い る4)。 キ リス トが 最 も親 し い

者 で あ る弟 子 た ちか ら引 き離 さ れ た の な ら,ア ン ブ リクー ル の 司祭 も また 彼 の

最 も敬 愛 す る トル シー の司 祭 か ら引 き離 され な け れ ば な らな い。 彼 が トル シ ー

の 司 祭 を拒 む こ とは必 然 で あ り,そ の意 味 に お い て この 老 司祭 は ム ヌ ゥ=ス グ

レ神 父 と同 様,若 い司 祭 に聖 寵 が宿 つて い る こ とを示 しはす るが,そ の 霊 的 冒

険 の外 部 に とど ま る こ とを余 儀 な く され て い るの で あ る。

ムー シェッ トと シャンタル

2人 の老司祭が若 い司祭 に聖寵への道を指 し示す機能を担 つているとすれ

ば,指 し示された方向に彼 らが進むとき,い わば導 き手 として登場す るのが

ムーシェットとシャンタルという2人 の少女である。「若い雌の獣」[S.75],

「天使の堕落以前の,お そらくは罪以前の古代の世界の」[J.1133]と いう表現

に表 されているように,彼 女たちの姿はかぎりなく始原に近い女性,最 初の人

間であるアダムを罪へと誘ったイブの姿を連想させるが,両 者はいずれも父親
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にたいする憎悪 と反抗心を抱いている。 ムーシェットは灰色の家庭に絶望 し,

凡庸な父親にたいする抑えがたい嫌悪の念から解放を求あてカデ ィニャン侯爵

の愛人となる。他方 シャンタルは父親である伯爵を敬愛 して生 きてきたが,彼

が自分の家庭教師と関係を結んだことを知 って,は じめてその凡庸 さに気づき

絶望にとらえ られる。激 しい反抗心をかかえてシャンタルは司祭に叫ぶ

も しも人生が私 を失望 させ たと して もか ま うもんですか。私 は復讐 してや ります。 悪

にたい して悪で報 いて や ります。[J.1226]

これにたいして司祭は,彼 女が 「悪にたいして悪で報いる」 ときこそ彼女は神

を見いだすであろうと答える。 レオン ・セリエによれば,『悪魔の陽の下に』

のなかにしば しば見 られる 「父性paternel」 とい うことばには非常に軽蔑的

な意味が込められている。父親としての権威を発揮するのではなく,お のれの

無力さを隠匿するために家族の者にたいして専制的になっているにすぎない父

親を疎んで,ム ーシエットは 「父性の地獄lag6hennepaternel」 か ら逃走す

るのだが,彼 女が探 しているのは真の父に他な らない5)。つまり父親への反抗

からはじまった2人 の少女の反抗は,や がては真の父である神への探求に移行

していく可能性を内包 しているのである。

彼女たちを媒介としてはじめて罪に触れた司祭は,罪 に肉迫することによつ

て聖人としての試練へ導かれていくのである。 ドニサンとの邊遁で真の父を見

いだすもののムーシェットは自殺を企て,聖 堂のなかで死ぬことを切望す る。
一方,母 親である伯爵夫人とアンブリクールの司祭の会話の内容をすべて知 り

つつ,シ ャンタルは司祭へ反抗心を抱 くあまりあえてその内容を偽証する。あ

るいはスキ ャンダラスな死によって,あ るいは偽証によって,2人 の少女はい

ずれもが司祭たちを世間の誤解のなかに投げこむ。 これによつて司祭たちは一

層沈黙を強いられることになるが,沈 黙が聖人を成熟させる絶対条件であると

するならば,少 女たちは逆説的に司祭の聖化に手を貸 しているといえよう。

以上のように,前 半部に登場するムヌゥ=ス グレと トルシーの司祭,ム ー

シェットとシャンタルは物語の展開において同様の属性と機能を有 している。

つまり老司祭は主人公の司祭を使命に目覚めさせるべ く機能 しており,2人 の

少女 は司祭たちを罪にかかわらせることによつて,彼 らの聖人としての完成を
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助 長 して い る ので あ る。 この よ うに司 祭 た ち の試 練 は死 ん だ子 供 を蘇 生 させ る

試 み に お いて そ の頂 点 に た つす る の だ が,明 暗 を分 け た そ れ ぞ れ の試 練 の後,

彼 らを と り ま く人 々 の属 性 と機 能 に は い か な る変 化 が 見 られ るの だ ろ う。 以

下,サ ン ・マ ラ ン とオ リ ヴ ィェ,ガ ン ビエ 医 師 と ラ ヴ ィー ユ 医 師,リ ュザ ル ヌ

の司 祭 とデ ュ フ レテ ィにつ い て そ れ ぞ れ考 察 しよ う。

ア ン トワーヌ ・サ ン ・マラ ンとオ リヴ ィエ

アカデ ミー ・フランセーズの会員であるサン ・マランは富と名声を手にした

享楽的な老作家である。 この作家 と比較対照 してみたいのは,伯 爵夫人の甥で

あり外人部隊に所属するオ リヴィエである。前半の2組 のばあいとは異なり,

ここでは2人 の属性の違いが目につく。 まず年齢差そのものがあげられるが,

ベルナノスが若者あるいは若者の心をもつ者を神と対峙する可能性をもつ存在

として描 き,老 人を自らの閉塞状態のなかで汲々とする不安に満ちた存在とし

て描いていることを考えれば,そ の違 いはますますきわだつてこよう。だがそ

ればかりではない

神の面前で麦畑 に倒 れ伏 したペギーを見 て,大 戦 で10分 の1を 殺 された青年 たち は,

絶妙 な批判精神 がその爪 を研 いでいる長椅子 か らうんざ りと遠 ざか つた。[S.297]

かつ て もてはやされたデ ィレッタン トとい う言葉 ほど今 日不評 を招いてい るものがあ

ろ うか。新 しい世代 は明 らかに別 の しるしを帯 びていた。それが何なのか は後 にな つ

てわか った。 それ は自己犠牲 とい う しるし,軍 人 たちの羨望 す る名誉 あ る運 命だ っ

た。[S.302]

サン・マランを 「長椅子」に腰かけ,そ の批判精神を磨いているディレッタン

トとすれば,「 自己犠牲」とは自分たち兵士を国家に売 りわたし,良 心 を捨て

させたキリス ト教教会に激 しい憤 りを覚えるオ リヴィエにこそ似つかわしい。

懐疑主義を標榜する作家 と,外 人部隊で死 と隣りあわせの毎 日を送 る兵士 とい

う属性にベルナノスの価値観が導入されることによつて,そ れらは対極に位置

するものとなるのである。だがこの違いにもかかわらず,彼 らのあいだには共

通点 も見いだすことができる。老作家はこの世の栄華を堪能 してきた人物であ

る。他方,司 祭 とともにオー トバイの遠乗 りをする外人部隊の青年 は青春その
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ものの具現化である。一方は富や名誉を,も う一方は青春そのものを体現 して

いるとすれば,彼 らはいずれ もこの世の歓びを携えて司祭のもとを訪れたとい

えまいか。

ランブルの聖者との濯遁を切望するも,サ ン・マランが好奇の思いで開いた

告解室のなかで,聖 人は立つたまま息絶えていた。ヴェルデイエルは,「敷居」

の上で立ち塞がるように して死んでいたランブルの聖者の姿があたかも内部の

聖 なる空間にサン ・マ ランが侵入す ることを拒むかのよ うだと指摘 してい

る6)。老作家への拒否 とは彼が備えている価値への拒否につながる。サ ン・マ

ランの携えてきた富 と名声をランブルの聖者は拒絶 したといえるだろう。さら

にはランブルの聖者はその死によつて自分の似姿をこの老作家のなかに見るこ

とを拒みさえするのである。 これにたい してオ リヴィエはアンブリクールの司

祭のなかに自分の属する連隊の兵士たちと同 じ顔を見いだす。オリヴイエに誘

われてオー トバイに乗せてもらうとき,こ の世の歓びに背を向けて生きてきた

司祭は生まれてはじめて青春を謳歌する

私 にはわか った,青 春 が祝福 された ものであ ることが 青春 は冒険で ある そ し

て私 は説明 のつ かぬ予感 か ら,そ の冒険のい くらかを ときが いたれば私の犠牲が

まつたき ものになるのに必要 なだけ一 経験 す ることもな く私が死ぬ ことを神 はの ぞ

まれ ぬのだとい うことを理解 し,私 は知 つた。 ほんのわずかの この栄光の一瞬を私 は

経験 したのだ。[J.1211-1212]

青春の歓びを味わいながら彼は,神 にたいする自身の犠牲は青春の歓びを知 つ

てこそ完壁になることを直感するのである。

このようにサン・マランとオ リヴィエはその属性においてさまざまな対照性

をなしながらも,こ の世の歓びを2人 の司祭 にもたらすという点において共通

している。 しかるに彼 らのさし出す贈物を一方 は拒絶 し,も う一方は受 けと

る。 とすれば,司 祭 にこの世の歓 びを贈るとい う機能を果た しえたのはオリ

ヴィエのみであるといえよう。

ガ ン ビエ医師 とラヴ ィーユ医師

ガンビエはランブルの教区においてその実力以上の名声を勝ちえている医師

である。死者をみとるときにも辛辣な冗談を忘れず 「痛ましい裸体にかけられ
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た白布をめくり,眉 ひとつ動かさずにいつさいを眺め,ど んなことでも聞きだ

すことので きる」[S.288]人 物 として描かれる.わ れわれとしてはこの医者

がベルナノスの描 く相反する2つ の医師像のうちの一方に典型的な属性をそな

えてい ることを指摘 したい。た とえばガ ンビエと同 タイプの人物 と して

『ウイーヌ氏」に登場する医師をあげることができる。彼は,匂 いの強迫観念

にとり愚かれた村長の手記のなかにその過去の性的過ちを発見し,そ れによつ

てすべての謎が解明されたと思 いこむ7)。またムーシェットの愛人ガ レ医師

は,彼 女か ら前の愛人殺害の事実をうちあけられたとき,そ の真実性を直感 し

なが らも彼女と秘密を共有することを恐れ,犯 罪そのものを彼女の妄想のせい

にしてしまう8)。彼 らは科学的見解を重ん じるあまり,す べてを衛生の問題に

還元 して しまうか,あ るいはまた自身の脆弱さを隠すたあにその見解を利用す

るかのいずれかである。医師という職業上,人 間の悲惨に触れる機会を もちな

が ら,彼 らはけっしてそれを身にひきよせて考えようとしない。

しかるに同 じ医師でありながら彼 らとは対照的に,人 間の悲惨にかかわ らず

にはおれない人物をもまたベルナノスは創造 している。『田舎司祭の日記』の

デルバ ンド医師,そ してこのラヴィーユ医師がそうである。アンブリクールの

司祭に胃癌の宣告をくだす彼は,自 らもまた悪性 リンパ肉芽腫という稀な病気

で死に瀕 している。 しかもその病気は彼が学位論文でとりあつかつたものであ

るだけになおさら自身の死を見つあることを余儀な くされている。このような

死との対峙というテーマは,ベ ルナノスの他の作品において もしばしば見 うけ

られる。たとえば彼の最晩年の戯曲 『カルメル会修道女の対話』は死への不安

をめぐつて展開 しているといつて も過言ではない9)。主人公のブランシュは母

親の胎内にいたときからすでに死を体験 し,自 身の不安を受けとめる者は神よ

り他にないと信 じてカルメル会の修道女を志願する。その決心をはじめは貴族

の娘の気まぐれとしか見なさなかつた院長は,彼 女が修女名として 「キ リス ト

の死の苦 しみのブランシュ修女」[1587]を 選びたいと考えていることを知り,

心を動かされる。かつて同じ名を選ぼうとした院長は,一 生のあいだ死につい

ての瞑想を重ね,病 のため死を目前にしている。そ してついに今際のきわに恐

怖のため錯乱状態におちいつた彼女はブランシュを死の床に呼び,そ の苦悶の

さまを見せつける。 ブランシュは恐れおののきなが らも院長がそのような死を

こそ望んだのだと直感する。院長が彼女にその死のさまを見せたのは,同 じ修
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女 名 を選 ん だ者 と して の連 帯 感 で あ る とい え よ う。 同様 に,ラ ヴ ィー ユ 医 師 と

ア ンブ リク ー ル の司 祭 と の あ い だ に連 帯 感 が存 在 す る とす れ ば,そ れ はま さに

死 に他 な らな い。 と こ ろ で ベ ル ナ ノ ス は1926年 の フ レデ リ ッ ク ・ル フ ェ ー ブ

ル に よ る イ ン タ ビュ ー の な か で,『 悪 魔 の陽 の下 に 』 を 書 い た 直接 の き つか け

と は第 一 次 世 界 大 戦 で あ る と述 べ て い るlo)。戦 場 に駆 りだ され た人 々 は 自身 の

死 を見 つ あ る間 もな しに空 し く殺 され たが,そ れ に もか か わ らず 国 家 は彼 らを

こぞ って聖 人 に祭 りあ げ た。 この 虚 飾 に強 い憤 り をお ぼ え た ベ ル ナ ノ ス は,剥

ぎ と られ た死 の意 味 を人 々 に返 還 す る こ とを 切 望 した。 死 は真 向 か ら見 つ め ら

れ,そ の不 安 と恐 怖 は 味 わ い つ く され な けれ ば な らな い ので あ る。

ラ ンブ ル の聖 者 の病 状 を案 じた リュザ ル ヌの 司 祭 に要 請 され て,ガ ン ビエ は

聖 者 を診 断 す べ く彼 を捜 しま わ るが,2人 は結 局 出 会 う こ とは な い。 こ の医 師

と聖 者 と の あ い だ に は何 の関 係 性 も見 い だ され な い。 これ にた い して ラ ヴ ィー

ユ 医 師 は司 祭 を診 察 し,彼 に死 の宣 告 を あ た え る。 そ れ ば か りか 自身 も死 に瀕

す る こ と に よ つて 司 祭 と苦 しみ を と もに し さえ す る。 ラ ン ブル の聖 者 と ガ ン ビ

エの 関 係 と は対 照 的 に,ア ンブ リク ー ル の 司祭 と ラ ヴ ィー ユ 医 師 は死 に よ って

強 い 連 帯 を 結 ん で い る ので あ る。 この よ うに ガ ン ビエ と ラ ヴ ィー ユ は,医 師 と

い う職 業 上,相 手 に死 の 宣 告 を下 す と い う機 能 を もち,い ず れ も聖 人 に死 を与

え る可 能 性 を 有 して いた はず な の に,そ の機 能 を発 揮 した の は ひ と り ラ ヴ ィ ー

ユ の み な の で あ る。

リュザルヌの司祭 とデ ュフ レティ

現職の司祭 と還俗 した司祭 という違いこそあれ,と もに凡庸な2人 はいずれ

も主人公の司祭の最後の友人 として描かれる。ヴェルデイエルの分類では,サ

ン・マランと同様に リュザルヌの司祭 もまた 「敷居」の外部に位置づけられた

人物である。 ランブルの聖者が死んだ子供の横たえ られた部屋の敷居を越える

とき,彼 は自分の後につきしたがつてきた リュザルヌの司祭をその場にお しと

どめる。これによつて聖者はそれとは気づかず,外 部の侵入者か ら聖なる空間

を守る番人になつているのである11)。『悪魔の陽の下に』においてサン・マ ラ

ンや リュザルヌの司祭がこの聖なる空間に入ることを許されず,ド ニサ ン神父

とムーシェットのみが許 されているとすれば,「敷居」を介 して登場人物 は画

然 と2種 類に分類されることになろう。それは人間を卓越 したものと凡庸なも
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の と に二 分 す る こ とに他 な らな い。 「田舎 司祭 の 日記 」 で は この二 分 化 の結 果

と して デル バ ン ド医 師 の死 が 語 られ る。

トル シ ーの 司 祭 は デ ルバ ン ド医 師 の葬 儀 の さ い,自 殺 で は な い か と疑 うア ン

ブ リク ール の 司 祭 につ ぎ の よ う に語 る

全て の不幸 は,お そ らく先生 が凡人 を憎 んだ ことか らきたのだ。 私 はよ くい つた もの

だ。「君 は凡人 を憎ん でい る」 と。先 生 はそれにたい して ろ くに弁解 も しなか つた。

くりかえす けれ ど先生 は正義 の人 だ ったか らね。 いいかい,気 をつけなければ いけな

いよ。凡人 は悪魔 の罠 だ.凡 庸 とい うものはわれわれに とってあま りに もこみ入 りす

ぎて いる。 それ は神 の問題 なのだ。[J。1123]

貧者にたいし身を捧げたデルバ ンド医師は,た とえ彼 らか ら軽蔑されようとも

社会のアウトサイダーたちに深 い共感を示 した。 しか しトルシーの司祭によれ

ば,彼 が愛 したのは彼 と同族の人間ばかりだつたのである.デ ルバ ンド医師の

抱いた凡庸な人々への憎 しみが彼を破滅へと導いたのだと トルシーの司祭はい

う。デルバ ンド医師の死 は凡庸 さとの和解のはかりがたい困難さを表わしてい

るといえよう。アンブリクールの司祭が兵士であるオリヴィエや英雄的な努力

で自分の死 と向かいあつているラヴィーユ医師のなかに自身の姿を投影できる

人物であるなら,彼 にとってもまた凡庸 さとの和解がいかに大きな試練である

かはいうまでもあるまい。 ラヴィーユ医師のもとで胃癌であることを宣告され

たとき,彼 は大 きな衝撃を受ける。死 は彼に巨大な試練 として迫つて くる。 し

か し物語は彼が死を受け入れることによって終局を迎えるのではない。司祭に

はさらに昔の友人であるデュフレティのもとを訪れ 凡庸さと和解するという

試練がまつているのである。これは,人 間にとつての最終的な試練が必ず し

も死であるとはか ぎらないことを示 しているといえよう。凡庸 さとの和解 は

アンブリクールの司祭にとって最後の試練であるがゆえに最 も困難なものなの

である。

ところで年齢や生まれつ き,死 病に冒されていることや手記を残 していると

ころまで主人公の司祭に酷似 しているデュフレティは,そ の凡庸 さと惨あさの

ゆえに現代のキリス トともいえるだろう。そしてそれがゆえにアンブリクール

の司祭の死は彼にゆだねられなくてはならなかつたのである。 また物語の最後

で,デ ュフレティが司祭の死に様を伝えるために トルシーの司祭に宛てた手紙
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には,彼 が同棲 していた女性 とすでに別れたことを灰めかす一文があるが,司

祭の死後デュフレテ ィが残 された 「田舎司祭の日記」を読むことは確実であ

り,そ れは必ずや彼をふたたび聖職へと導 くことになろう12)。だとすれば,ア

ンブリクールの司祭の死は別の司祭にふたたび命を与えることであり,と りも

なおさず彼の復活を意味するといえるのではないか。彼の死が凡庸な司祭に命

を吹きこむのにたいし,子 供を蘇生させるというランブルの聖者の試練に立ち

会つたリュザルヌの司祭は,そ のあまりにも強烈な印象に衝撃を受け,健 康に

変調をきたしたすえ,つ いには死にいたるのである。 この凡庸な司祭は卓越 し

た力をもつ者によつて殺されたといえるだろう。2人 の司祭は主人公の司祭に

たいし自らの凡庸さをさしだした。彼 らは主人公の司祭を凡庸 さと和解 させる

べ く機能するはずだつたのに,ア ンブリクールの司祭はそれと和解 し,ラ ンブ

ルの聖者はそれを拒む。とすればここにおいて期待された機能を果たしえたの

はデュフレティのみであることがわかる。

以上のように 『田舎司祭の日記』と 『悪魔の陽の下に』の後半部に登場する

3人 の人物について比較検討をおこなつてきたが,彼 らはそれぞれに対照的な

属性を有 しなが らも,聖 人にたいしては同 じ機能を果たすべ く現れた。オ リ

ヴィエ,ラ ヴィーユ医師,デ ュフレティの3人 は,ア ンブ リクールの司祭にそ

れぞれこの世の歓び,死,凡 庸さとの和解をもたらす。一方,サ ン・マラン,

ガンビエ,リ ュザルヌの司祭は前3者 と同 じ機能を負つて現れながらもその機

能を発揮することができないのである。この彼 らの機能の発揮と停止は,聖 人

の試練であつた子供の蘇生の成否に帰すことができるのではあるまいか。

結 語

物語の前半に登場する2人 の老司祭ムヌゥニスグレと トルシーの司祭が主人

公にその使命を教え,反 抗的な2人 の少女ムーシェットとシャンタルが彼 らの

聖人 としての成熟に手を貸すという同様の属性と機能をもつのにたいし,物 語

の後半の人物はそれぞれ対照的な属性を有する。そして主人公の司祭にたいし

てオ リヴィエは青春を,ラ ヴィーユ医師は死を,そ してデュフレティは凡庸さ

との和解をもたらすのである。聖人としての彼の生はここにいたつて完結する

ものである。一方,サ ン・マランが失われた青春の残骸であり,ガ ンビエ医師
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が科学的見地か ら分析され解体された人間の死であり,そ して リュザルヌの司

祭が単なる凡庸 さの象徴であることを思えば,「悪魔の陽の下 に』の3人 は

『田舎司祭 の日記』において聖人 に均衡を もた らした者たちの哀れなカ リカ

チュアにすぎないといえるだろう。さらにまた,リ ュザルヌの司祭がランブル

の聖者の試練の場に立ち会つたために命を落とし,ア ンブリクールの司祭の残

した日記はデュフレティを再び聖職へと赴かせるであろうことを考慮すれば,

前者は闇の,後 者は光の聖者として,そ の対照はいつそ う鮮明なものとなる。
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